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2 Ep－ 6 オボアルブミンの消化によるエピトープの検討

○大竹和代 小谷スミ子（新潟大）

食　　物

目的　オボアルブミン（ＯＶＡ）のトリプシン、キモトリプシン、ペプシン消化ペプチ

ドの抗原性と一次構造を調べ、そこに含まれるエピトープ部位を明らかにすることを目的

とした。

方法　ＯＶＡを、トリプシン、キモトリプシン、またはペプシンで24 時間消化し、得

られた消化ペプチドを、トリシンーSDS －ポリアクリルアミドゲル電気泳動法により分子

量ごとに分離した。抗原性を示すペプチドの検出は、ゲルからニトロセルトース膜へ、ウ

エスダンプロッティンク法で転写した後、抗ＯＶＡ・ウサギ血清I gG 抗体を用いた抗原

抗体反応により行った。抗原性を示すペプチドの一次構造は、ゲルからＰＶＤＦ膜ヘブロ

ットしたペプチドを、気相シークェンサーでＮ末端アミノ酸分析を行うことで推定した。

結果　抗原性を示すペプチドは、トリプシン消化で分子量5,500  以上、キモトリプシン

消化で分子量8,000  以上、ペプシン消化で分子量8,200  以上に検出できた。一次構造を推

定したペプチドは、トリプシン、キモトリプシン、ペプシン消化でそれぞれ９、８、７種

類であった（このうち、抗原性を示すペプチドはそれぞれ８、６、３種類）。これらのア

ミノ酸配列のうち、抗原性を示す領域が重複する部分、および抗原性を示さない領域との

関連から、エピトープと考えられる部位の一部は、Asnl5 ～Met  172の間に存在すること

が示唆された。今後、この領域のペプチドを合成し抗体産生の有無を検討する予定である。

2Ep －7 オポアルブミンのペプシン消化による抗原性の変化

○高森彩子　小谷スミ子（新潟大）

目的　乳幼児の胃内pH は成人に比べて高いため、ペプシンによる食物抗原の消化が不

完全であると予想される。そこで、卵白抗原であるオボアルブミン(ＯＶＡ)をpH 条件を変

えてペプシン消化し、消化の程度と消化物の抗原性の変化を調べた。

方法　未変性ＯＶＡ１０ｍｇをpHl.5,2.0,  3.0, 4.0, 5.0の塩酸溶液5inl に溶解し、ペプシ

ン(Ｓ/Ｅ＝100/1)を加え、37°Cで３時間加温した。また、熱変性OVA(100 ℃,15 分加熱)を未

変性ＯＶＡ と同様に消化した。ペプシン消化の程度はトリシンーSDS－ポリアクリルアミド電

気泳動法で調べた。消化物の抗原性については、抗一未変性ＯＶＡ・ウサギ血清IgG 抗体を

用い、イムノブロット法で抗原性を示す消化ペプチドを検出し、ELISA  法で消化物の抗原

性を定量した。
結果　ＯＶＡはpH の低い領域では容易に消化され、pH の上昇に伴い消化を受けにくく

なった。未変性ＯＶＡはpH2.0 では多数のペプチド(MW4,120 ～32,140)に分解され､pHl.5

ではさらに分解が進み大部分が分子量4,120  以下のペプチドになった。しかしpH3.0 ～5.0

ではほとんど消化を受けなかった。一方熱変性ＯＶＡは未変性ＯＶＡより消化を受けやすく、

pH3.0 以下で分子量4,120 ～40,830 のペプチドを生成した。抗原性を示すペプシン消化ペ

プチドは未変性、熱変性いずれも分子量8,200  以上であった。未変性ＯＶＡと熱変性OVA

のpHl.5 におけるペプシン消化物の抗原性はそれぞれ未消化ＯＶＡの81.2%､9.8% と低下

したが、pH2.0 ～5.0 の､場合はいずれも消化による抗原性の低下は認められなかった。
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